泊村教育史年表（泊小学校沿革史を中心に）
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	学制が頒布される。

泊宿三枝礼二、邸宅を差出し小学校建設願を提出、聞届けらる。（校地・灘郷神社付近、校舎平屋造41坪1教室）
同人、小学校教師御差向願を提出、聞届けらる。（学長上田寛、十等訓導遠山聳）29日開校。
学区の制定により第4大学区第2中学区泊小学と称する。（学区取締・三枝礼二）

学長上田寛辞任、後任に遠山聳。

原学校開校（藁葺平屋1棟）。

泊小学園支校を設置（272坪2教室）。

宇谷学校開設。

原学校、漆原小学校支校となる。

泊小学、泊宿3ノ屋敷150番地泊舟番所跡地・建物の払下げを受け、修繕の上移転（342坪3教室）。
学区が変わり第16番中学区第52番小学区泊小学となる。

小学校規則改正、学級を下等8級、上等8級編成とする。

漆原小学校支校と宇谷学校を併合、漆原小学校分校と称す。（校地、原・宇谷の境界に2畝、校舎13坪）

規則改正あり、小学校簡易科の設置が認められる。
再び規則改正、課程を上下の2等に分け、修業各3か年とし、各等6級に分け毎級6か月の修業とす。

学制を廃し、新に教育令を頒布。

原分校を漆原小学校より分離、泊小学校の分校とする（原分校敷地272坪2教室）。
教育令改正。

小学校教則、綱領制定。久米・河村農学校（後の倉吉農学校）創立。

原分校を宇谷村680（池田）に移転、泊小学宇谷分校と改める（瓦葺平屋ノ棟24坪1教室）。
園支校廃止、泊小学に合併。

宇谷分校を養徳分校と改称。

泊小学、泊宿字在京口に校舎を移転（現泊保育所の位置、2階建、建坪255坪4教室）。

改正小学校令頒布により高等科・尋常科とする。尋常科4年を義務教育とする。

泊尋常小学校と改名、養徳分校は養徳簡易小学校となる。

泊校校舎を増築す（2階建瓦葺15坪）。

泊尋常小学校第1回卒業式挙行。「君が代」国歌にきまる。

大日本帝国憲法発布。

筒地、石脇、小浜を久津賀村。園、原、宇谷を三橋村とし、泊宿を泊村と改称す。

改正小学校令頒布。

「教育に関する勅語」出る。

裁縫科を加設する。

両陛下の御真影を奉戴する。

学制改革により養徳簡易小学校を泊尋常小学校養徳分校教場と改称する。

河村・久米・八橋の3郡を東伯郡とする。

高等科を併置、泊尋常高等学校と称する。

小学校教科図書改定。

校旗を初めて制定。
小学校校舎を増築（高等科1、尋常科4教室分）。

改正小学校令発布、義務教育4年となる。

高等科を廃して泊水産補習学校を加設する。従って泊尋常小学校と改称。

養徳分教場を本校から分離、養徳尋常小学校として独立。

泊水産補習学校を休校とす。

高等科を再び併置、校名泊尋常高等小学校に戻る。

国定教科書を使用。

学校園を初めて設ける。

鷲見忠美校長、泊小学校沿革史を著わす。

豊田太蔵、私立育英黌（後の育英中学校）を創立。
休校中の泊水産補習学校を組合立泊水産農業補習学校として再出発す。

小学校令改正、義務教育元年となる。

小学校東校舎改築に着手。

新令により高等科に第3学年を設置。高等科に農業科、英語科を随意科として加える。

県立倉吉中学校創立。

小学校、校地の東側及び西北側に9畝20歩の土地を買入れる。

泊尋常高等小学校及び養徳尋常小学校を久津賀村、泊村、三橋村組合泊尋常高等小学校とし、養徳分教場を置く。

増築校舎落成（東校舎平屋1棟35坪地）。

校下郷土史を編纂（校長岸本秀蔵、訓導渡瀬仲蔵の執筆）。

校旗1旒を新調。
伝染病流行のため46日間学校閉鎖。

久津賀・泊・三橋の3村合併、泊村誕生。よって小学校は組合立を解く。

義務教育国庫負担法実施。

小学校令改正。

泊実業補習学校設立、小学校内に置く。同分教場も小学校分教場内に置く。

小学校に学校医を初めて置く。（藤田温良医師）

小学校校舎増築落成移転。（本校舎木造2階建1棟他、校地は泊地内清水及丸山）

小学校高等科を1学級増2学級とする。

倉吉町立高等女学校、県立倉吉高等女学校として出発。

校章を制定する。
小学校令施行、規則改正

小学校北校舎落成

小学校内に泊青年訓練所を置く。

小学校講堂兼雨中体操場完成。

小学校、御真影を奉安するため金庫を購入する。

小学校、校地を拡張（約6畝）。

小学校、二本松の地に奉安庫を建設。

学校給食法により小学校で学校給食を開始。

校庭坂道の石段を改修。

大風水害、本校の被害。

泊青年訓練所を廃止。泊立業補習学校に代えて泊村青年学校を開設（小学校内）。

小学校講堂落成（木造平屋スレート葺）校旗を新調する。

小学校農業科実習地として校庭東側に1反5畝の畑地を確保。

旧青年会、小学校に軍楽器一揃を寄贈。

青年学校、義務制となる。

国民学校令が出される。よって校名を泊国民学校と改称、尋常科を初等科と改める。

泊村青少年団結成
学校報国団が結成され、泊国民学校報国団農場として桑園を借入れ、さつまいも栽培を始める。

併設泊村青年学校を廃し、東郷、松崎、泊、舎人、花見村組合立東郷実科補習学校を東郷小学校内に開校。

泊国民学校後援会ができる。
鳥取市を中心に大地震、小学校では地盤沈下のため北校舎階段が壊れるなどの被害。原池、地震のため隆起して田地浸水。救援のため生徒による勤労奉仕隊出動。

東郷実科補習学校建築後移転（東郷町久見）。

宇谷集落大火、罹災児童十数名。
この年疎開のため小学校に転入した児童150名を越える。

校庭にさつまいも畑2畝を整地する。

終戦。地理・歴史の授業廃止。

東郷実科専修学校のうち泊村の生徒、列車制限で通学不能に。職員の出張教授となる。

進駐軍、泊小学校を視察。

戦時色払拭のため図書等焼却。

小学校旧奉安殿を取除く。

小学校2階高等科2年男子の教室後半部の床、生徒の重みで落下、負傷者十数名を出す。

教育基本法、学校教育法制定。

新法により泊村立泊小学校と改称。

新制中学校発足。泊村立泊中学校、小学校校舎の1部を借りてスタート（初代校長三谷宗人）。

併置泊水産農業学校も開校。

東郷実科専修学校組合より泊村離脱。

泊駅頭にて天皇山陰行幸を奉迎する。

学制改革により実科専修学校は自然廃校となる。

泊小学校、PTA結成大会を行う。（初代会長笠田保一）
駐留軍軍政隊、泊中学校を視察。

泊中学校新校舎（本館南半6教室他）落成、移転する。（現中央公民館の位置）

中学校増築校舎（本館北半6教室）落成。

中学校校歌を制定。

小浜海岸で浮游気雷爆裂、中学生2名死傷。

中学校、初めて青少年赤十字団設団。

小学校、音楽実験学校発表会を開催。
教育委員公選制となる。

小学校南校舎増改築工事竣工。

小学校、研究指定学習指導研究発表を行う。

中学校体育館他落成。
原分校校舎改築工事竣工。

小・中学校校門の石柱を建立（前村長山本文平寄贈）。

県小学校科学研究会指定校発表会を行う。

小学校、学校給食設備拡充工事完了。

中学校、創立10周年記念として学校林などをつくる。

一里松、天然記念物県指定となる。

小学校南校舎（東側）増築工事竣工

小学校、国語教育研究発表を行う。

創立90周年記念として小学校校歌を制定（作詞岩本重治、作曲西上芳雄）。

子ども郵便局、郵政大臣表彰を受く。

県小学校理科研究大会を泊小で開く。

中学生、オリンピック聖火をリレー。

小学校鉄筋2階建8教室落成。

小学校原分校廃校、本校通学となる。特殊学級1学級を開設。
小学校体育館、村給食センター完成。

泊中学校小谷強校長、下校中園地内9号線で交道事故にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),遭)い、入院後死去

この月2度にわたり中学生交通事故、1名死亡、4名重軽傷。

優良子ども郵便局として大蔵大臣、日銀総裁より表彰を受く。

泊中学校同窓会を結成（会長松井大輔）。

中学校前歩道工事完成。

北条、羽合、泊3か町村で組合中学校設立推進協議会が発足。

北溟中学校一部事務組合認可、建設位置決定、3中学校廃止議決。

泊中学校、北条中、羽合中と名目統合、北溟中泊校舎となる。

北溟中第1期工事完成。

交通安全教育センター完成。

北溟中第2期工事完成、移転作業完了。

北溟中学校実質統合、開校（初代校長岸田明敏）。

村立児童館開館。

小学校、無人化となる。青少年赤十字に初めて加盟。

小学校、創立100周年記念式を挙行。
子ども郵便局、大蔵大臣、日銀総裁表彰。

大松枯死、伐採。

小学校、県教委指定教育研究発表を行う。

中央公民館オープン。

村立体育館完成。

小学校、文部省指定体力つくり推進校となる。

小学校、健康優良学校3たび県1となる。
小学校、健康優良学校全国特選校に選ばれる。

小学校PTA、文部大臣表彰を受く。

右2件の受賞記念碑「潮風の中でたくましく」を建立。

天然記念物一里松枯死。

小学校、保健教育で文部大臣賞受賞。

子ども郵便局、大蔵大臣、日銀総裁表彰。

民俗資料館落成。

中部子ども自転車大会で4年連続優勝。

北溟中、文部省指定同和教育研究発表会を開催。

小学校、40人学級編制の適用を受ける。（人口減少市町村、学年進行で1年生より）
ミニ･バスケット全国大会に出場。

小学校で水産教室を初めて実施。

北溟中、文部省指定生徒指導研究発表会を開催。
優良子ども郵便局として郵政大臣表彰を受く。

小学校で初めて自然教室を実施する。

新校舎土地造成工事完了。

新校舎取付道路造成工事起工。
新校舎第1期工事起工。

学園の森の植栽を行う。

新校舎屋外工事（フィールド・アスレチック等）完成。

体育館ランチルーム・調理場工事の起工。

新校舎1期工事（普通教室、管理・特別教室棟）完成。

北溟中で中国中学校理科教育研究大会を開催。

台風19号、県中部を直撃。村内被害甚大、学校も土砂崩れ等の被害に見舞われる。

創立記念日に校舎新築移転記念「泊小学校を懐しむ村民の集い」開催。

新校舎への歩道橋「学園橋」完成、前庭の造園工事完了。

新校舎第2期工事完成　移転作業完了、授業開始。
新校舎落成祝賀式を盛大に挙行。

新校舎プール完成、校庭整備工事完了。

園地内、原川沿いで縄文土器発見。

村立自然の家、64年4月オープンをめざし改装工事に着工。

鳥取県グラウンド・ゴルフ協会（本部・泊村教育委員会）、新しいスポーツを全国に普及させた功により、県教育表彰を受く。

小学校にパソコンを導入。


